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こ
の
た
び
、
後
期
の
議
会
議
長
に
選
任
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

職
務
の
遂
行
に
あ
た
っ
て
は
、
公
正
中
立
の
立
場
を
遵
守
し
て

邁
進
し
て
い
く
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
と
か
く
政
治
離
れ
、
議
会
離
れ
な
ど
を
耳
に
す
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
が
、
町
民
の
み
な
さ
ま
と
議
会
と
の
距
離
感
を
少
し
で

も
縮
め
、
身
近
で
開
か
れ
た
議
会
と
な
る
こ
と
を
目
指
し
て
、

今
回
も
議
会
運
営
委
員
会
に
議
会
活
性
化
に
つ
い
て
の
検
討
・

研
究
を
諮
問
い
た
し
ま
し
た
。

　

町
民
の
み
な
さ
ま
か
ら
の
ご
意
見
、
ご
指
摘
を
い
た
だ
き
、

議
会
運
営
に
活
か
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
議
会
活

動
に
一
層
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

議
会
議
長

西
　  
宗 
亮

身
近
で
開
か
れ
た
議
会
を
目
指
し
て

議長
西　 宗 亮

副議長
髙田　佳久

山ノ内町議会委員会等名簿 ◎委員長　○副委員長
（平成29年6月1日現在）

委員会名 所　管 委　員

常　
任　
委　
員　
会

総　務　産　業

議会・総務課・税務
課・消防課・会計室・ 
選挙管理委員会・監
査委員・農林課・観
光商工課・農業委員
会・ 建設水道課に関
する事項

◎山本　良一　○山本　光俊
　西　　宗亮　　小渕　茂昭
　望月　貞明　　徳竹　栄子
　渡辺　正男

社　会　文　教 健康福祉課・教育委
員会に関する事項

◎布施谷裕泉　〇湯本　晴彦
　小林　克彦　　小林　民夫
　髙田　佳久　　髙山　祐一
　児玉　信治

広　　　　　報
議 会 だ よ り・ 議 会
ホームページに関す
る事項

◎望月　貞明　○小林　民夫
　山本　光俊　　湯本　晴彦
　髙山　祐一　　渡辺　正男

議 会 運 営 委 員 会
議会運営・議会会議
規則等・議長諮問に
関する事項

◎小林　克彦　○湯本　晴彦
　布施谷裕泉　　山本　良一
　望月　貞明　　渡辺　正男

議 会 選 出 監 査 委 員 児玉　信治

議 会 選 出 農 業 委 員 徳竹　栄子

北 信 広 域 連 合 議 会 議 員 西　宗亮　　髙田　佳久　　布施谷裕泉

北信保健衛生施設組合議会議員 西　宗亮　　髙田　佳久　　布施谷裕泉

岳 南 広 域 消 防 組 合 議 会 議 員 西　宗亮　　髙田　佳久　　山本　良一
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６
月
１
日
、
平
成
29
年
第
２
回
議
会
臨
時
会
が
１
日
間
の
日

程
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

申
し
合
わ
せ
任
期
終
了
に
と
も
な
う
後
期
の
議
長
、
副
議
長

の
選
挙
を
行
い
、
常
任
委
員
会
等
の
構
成
を
決
定
し
ま
し
た
。

　

町
側
か
ら
は
、
29
年
度
町
総
合
公
社
事
業
計
画
及
び
予
算
、

放
棄
し
た
私
債
権
（
水
道
料
金
）
、
28
年
度
一
般
会
計
補
正
予

算
の
繰
越
の
報
告
、
専
決
処
分
の
報
告
２
件
、
28
年
度
７
会
計

の
補
正
予
算
、
条
例
の
一
部
改
正
４
件
の
専
決
処
分
の
承
認
、

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
の
選
任
の
人
事
案
が
提
案
さ

れ
、
そ
れ
ぞ
れ
受
理
、
承
認
し
ま
し
た
。

総務省の「ふるさと納税ポータルサイト」より

第２回臨時会

　
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
７
７
０

９
万
円
を
減
額
し
、
予
算
総
額

を
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
69
億
２

７
２
万
円
と
す
る
も
の
で
す
。

　
豪
雪
対
策
関
連
で
特
別
交
付

税
が
大
幅
に
増
額
さ
れ
ま
し
た
。

ふ
る
さ
と
寄
附
金
は
５
２
６
万

円
の
追
加
で
過
去
最
高
額
の
１

億
７
０
２
６
万
円
と
な
り
ま
し

た
。
財
源
調
整
の
た
め
基
金
か

ら
の
繰
り
入
れ
を
１
億
５
８
１

２
万
円
減
額
し
ま
す
。

《
歳
入
の
主
な
も
の
》

個
人
町
民
税　
１
６
５
０
万
円

固
定
資
産
税
△
１
３
０
０
万
円

地
方
消
費
税
交
付
金

　
　
　
　
　
　
３
６
７
３
万
円

特
別
交
付
税

　
　
　
　
１
億　
９
２
９
万
円

ふ
る
さ
と
寄
附
金

　
　
　
　
　
　
　
５
２
６
万
円

財
政
調
整
基
金
繰
入
金

　
　
　
△
１
億
５
８
１
２
万
円

《
歳
出
の
主
な
も
の
》

町
道
排
雪　
　
３
４
１
５
万
円

道
路
新
設
改
良
費

　
　
　
　
　
△
１
４
９
３
万
円

除
雪
支
援
員
派
遣

　
　
　
　
　
　
△
２
９
９
万
円

福
祉
医
療
費　
△
６
３
２
万
円

公
共
下
水
道
特
別
会
計
繰
出
金

　
　
　
　
　
△
１
６
５
０
万
円

　
後
期
の
議
長
・
副
議
長
を
決

め
る
選
挙
は
、
慣
例
に
よ
り
無

記
名
の
投
票
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

副
議
長
選
挙
開
票
結
果

　
髙
田
佳
久　
　
　
　
　
10
票

　
渡
辺
正
男　
　
　
　
　
1
票

　
無
効　
　
　
　
　
　
　
3
票

平
成
29
年
第
２
回
臨
時
会

28
年
度
ふ
る
さ
と
寄
附
金

過
去
最
高
の
１
億
７
０
２
６
万
円
に

議
長
・
副
議
長

選
挙
結
果

専
決
承
認

28
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
6
号
）

町
道
排
雪
に
３
４
１
５
万
円
追
加

28年度国民健康保険特別会計
補正予算　（第５号）

保険給付費大幅減
基金は１億6192万円に

　
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
５
８
９

６
万
円
を
減
額
し
、
予
算
総
額

を
そ
れ
ぞ
れ
20
億
２
４
９
１
万

円
と
す
る
も
の
で
す
。

　
歳
出
の
保
険
給
付
費
の
大
幅

減
に
対
応
し
た
補
正
で
、
歳
入

の
国
庫
支
出
金
な
ど
を
減
額
。

基
金
積
立
金
を
５
６
６
５
万
円

増
額
し
、
総
額
６
９
８
２
万
円

と
し
ま
す
。

《
歳
入
の
主
な
も
の
》

国
庫
支
出
金
△
４
２
９
６
万
円

県
支
出
金　
　
　
９
７
９
万
円

療
養
給
付
費
等
交
付
金

△
２
１
４
４
万
円

《
歳
出
の
主
な
も
の
》

保
険
給
付
費

　
　
　
△
１
億
１
３
８
４
万
円

基
金
積
立
金

　
　
　
　
　
　
５
６
６
５
万
円

　
渡
辺
正
男
議
員
が
反
対
討
論
。

採
決
の
結
果
、
賛
成
多
数
（
賛

成
８
人
、
反
対
５
人
）
で
承
認

し
ま
し
た
。

 

反
対
討
論

　
　
　
　
　
　

渡
辺　

正
男

　
保
険
給
付
費
が
毎
年
４
％
ず

つ
伸
び
る
と
想
定
し
た
国
保
税

値
上
げ
だ
っ
た
が
、
実
際
は
２

年
連
続
の
減
。
今
補
正
で
は
、

１
億
１
３
８
４
万
円
の
大
幅
減

で
、
10
億
８
１
３
３
万
円
と
な

っ
た
。
27
年
度
決
算
の
11
億
２

２
１
８
万
円
と
比
べ
て
４
０
８

５
万
円
、
３
・
64
％
の
減
に
な

る
。
基
金
残
高
は
、
６
９
８
２

万
円
積
み
立
て
に
よ
り
１
億
６

１
９
２
万
円
に
も
膨
れ
上
が
る
。

結
論
と
し
て
国
保
税
値
上
げ
の

必
要
は
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と

に
な
る
。

住
所　
寒
沢
９
５
８
番
地
２

氏
名　

白
鳥
久
男

任
期　
平
成
32
年
3
月
31
日
ま

　
　
　
で
の
3
年
間
。

人
事
案
件

固
定
資
産
評
価
審
査

委
員
会
委
員
の
選
任

議
長
選
挙
開
票
結
果

　
西　
宗
亮　
　
　
　
　
11
票

　
児
玉
信
治　
　
　
　
　
1
票

　
無
効　
　
　
　
　
　
　
2
票
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定例会

　
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
２
６
０

２
万
円
を
追
加
し
、
総
額
71
億

６
２
０
２
万
円
と
す
る
も
の
で

全
会
一
致
で
原
案
ど
お
り
可
決

し
ま
し
た
。

歳
入
の
主
な
も
の

県
支
出
金　

○
農
業
費
補
助
金　

　
産
地
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
事
業

　
　
　
　
　
　
　
６
８
６
万
円

繰
入
金

○
財
政
調
整
基
金
繰
入
金

　
　
　
　
　
　
　
９
８
５
万
円

諸
収
入

○
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成　

　
　
　
　
　
　
　
６
０
０
万
円

○
消
防
団
員
安
全
装
備
品
整
備

　
等
助
成
事
業　
　
　
50
万
円

歳
出
の
主
な
も
の

○
猪
谷
千
春
記
念
コ
ー
ナ
ー
を

　
志
賀
高
原
歴
史
記
念
館
に
移

　
設
拡
充
な
ど
長
野
五
輪
20
周

　
年
記
念
事
業
費
１
６
０
万
円

○
中
須
賀
川
の
割
山
地
区
集
会

場
の
建
設
補
助 

コ
ミ
ュ
ニ
テ

　
ィ
助
成
事
業
費
６
０
０
万
円

○
地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
雇
用

　
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
推
進

　
費　
　
　
　
　
１
１
３
万
円

○
黒
川
上
川
原
線　
退
避
所
拡

　
幅
の
測
量
設
計
費　
60
万
円

○
若
者
定
住
家
賃
補
助
、
移
住

　
定
住
家
賃
補
助
、
克
雪
住
宅

　
普
及
促
進
補
助
な
ど
移
住
定

　
住
促
進
費　
　
２
０
１
万
円

○
ぶ
ど
う
棚
設
置
補
助

　
産
地
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
事
業
費

　
　
　
　
　
　
　
６
８
６
万
円

○
フ
ェ
ラ
ー
リ
40
台
集
結
イ
ベ

　
ン
ト
事
業
な
ど
観
光
振
興
費

　
　
　
　
　
　
　
２
８
１
万
円

割
山
地
区
集
会
所
建
設
補
助
に

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
６
０
０
万
円

平成29年第3回議会定例会
記念
コーナー猪谷千春 志賀高原歴史記念館へ

　　　　　　　　　　　　　　― 長野五輪20周年記念事業 ―

猪谷千春記念コーナーが移設される志賀高原歴史記念館

平
成
29
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算 （
第
１
号
）

　
平
成
29
年
第
3
回
議
会
定
例

会
は
6
月
12
日
か
ら
26
日
ま
で

の
15
日
間
に
わ
た
っ
て
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　
町
側
か
ら
29
年
度
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
1
号
）
、
後
期

高
齢
者
医
療
保
険
特
別
会
計
補

正
予
算
（
第
1
号
）
、
条
例
の

制
定
１
件
と
条
例
の
一
部
改
正

2
件
、
工
事
請
負
契
約
締
結
の

承
認
５
件
が
提
案
さ
れ
、
議
会

側
か
ら
は
条
例
の
改
正
1
件
を

提
案
し
ま
し
た
。

　
工
事
請
負
契
約
5
件
の
う
ち

地
域
防
災
情
報
シ
ス
テ
ム（
※
同

報
系
）
整
備
工
事
1
件
は
、
行

政
防
災
無
線
デ
ジ
タ
ル
化
が
廃

止
予
定
と
な
っ
て
い
る
有
線
放

送
の
機
能
を
兼
ね
る
こ
と
や
指

名
入
札
業
者
14
社
中
11
社
が
応

札
を
辞
退
し
て
い
る
点
な
ど
か

ら
議
員
が
委
員
会
審
査
を
提
案

し
、
条
例
の
制
定
・
改
正
3
件

と
と
も
に
、
そ
れ
ぞ
れ
総
務
産

業
常
任
委
員
会
に
審
査
を
付
託

し
ま
し
た

　
※
同
報
系

　
防
災
行
政
無
線
は
、
同
報

系
無
線
と
移
動
系
無
線
の
2

種
類
に
大
別
さ
れ
、
同
報
系

は
屋
外
拡
声
器
や
戸
別
受
信

機
を
介
し
て
、
市
町
村
役
場

か
ら
住
民
等
に
対
し
て
直

接
・
同
時
に
防
災
情
報
や
行

政
情
報
を
伝
え
る
シ
ス
テ
ム

で
す
。
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定例会
条
例
の
制
定
一
部
改
正

　
総
務
産
業
常
任
委
員
会
に
付

託
し
た
案
件
は
全
件
可
決
す
べ

き
も
の
と
し
ま
し
た
。
本
会
議

で
は
、
条
例
の
制
定
1
件
と
一

部
改
正
1
件
は
賛
成
多
数
で
、

ほ
か
2
件
は
全
会
一
致
で
原
案

ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　
町
の
行
政
機
関
等
に
係
る
申

請
、
届
出
そ
の
他
の
手
続
等
に

関
し
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど

を
用
い
て
申
請
、
受
け
付
け
な

ど
の
行
政
手
続
き
を
可
能
と
す

る
も
の
で
す
。

 

反
対
討
論

渡
辺
　
正
男

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
に
よ
る

マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
を
利
用
し
た

「
子
育
て
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー

ビ
ス
」
運
用
開
始
に
と
も
な
い
、

書
面
で
行
う
こ
と
と
定
め
ら
れ

た
申
請
、
届
出
等
の
手
続
き
を

オ
ン
ラ
イ
ン
で
も
可
能
と
す
る

条
例
。
子
育
て
支
援
策
は
多
様

で
あ
り
、
対
象
の
４
制
度
以
外

に
、
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
、
医

療
費
助
成
、
奨
学
金
、
就
学
援

助
な
ど
、
自
治
体
ご
と
に
大
き

く
異
な
っ
て
い
る
。
見
切
り
発

車
の
「
名
ば
か
り
の
ワ
ン
ス
ト

ッ
プ
」
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

　
従
来
か
ら
の
書
面
を
用
い
た

行
政
手
続
き
に
加
え
、
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
な
ど
、
電
磁
的

記
録
に
よ
る
行
政
手
続
き
を
認

め
る
も
の
で
す
。

 

反
対
討
論

渡
辺
　
正
男

　
国
は
、
国
民
に
マ
イ
ナ
ン
バ

ー
カ
ー
ド
の
利
便
性
を
実
感
い

た
だ
く
と
し
て
い
る
が
、
実
は

問
題
・
課
題
山
積
。
米
国
の
社

会
保
障
番
号
で
は
、
１
７
６
０

万
人
も
の
個
人
情
報
流
出
の
被

害
が
出
た
。
福
祉
や
納
税
の
行

政
手
続
き
か
ら
、
進
学
や
就
職
、

銀
行
口
座
の
開
設
と
い
っ
た
身

分
証
明
に
ま
で
広
範
に
利
用
し

て
き
た
こ
と
が
あ
る
。
共
通
番

号
は
用
途
が
拡
大
す
る
ほ
ど
被

害
も
大
き
く
な
る
、
と
い
う
の

が
教
訓
だ
。
共
通
番
号
か
ら
分

野
別
番
号
へ
と
い
う
の
が
流
れ
。

○
行
政
手
続
等
に
お
け
る

情
報
通
信
の
技
術
の
利
用

に
関
す
る
条
例
の
制
定

1

役所に行かなければ、自分
がどんな書類を出せばいい
のか分かりづらい

申請フォームを入力、
マイナンバーカードで
電子署名して申請…

何かお知らせが
届いた！お知らせ
を確認しようっと

…

住まい、家族構成、
サービスを
選択っと…

あなたの場合、
○○○の書類も
必要です。

申請書類を
持ってきました。

健康保険被保険者証写し

児童手当申請書

その他

入力へ

預金通帳の写し

あなたの申請書類一覧

仕事に子育てに忙しすぎて、
役所になかなか行くことが
できない

いろいろな書類が届く
から管理が大変…

現況届のお知らせなどが届
くが、紙で管理するのは大
変

申請が完了しました！

お知らせ表示

概 要

申請今日までだけど、
子供が熱を出して
いけない…

2 3

画面構成

4
概 要

子育てワンストップサービスで便利になること

かんたん検索
手続きに必要な書類を確認

かんたんオンライン申請
自宅のパソコン等から手続きを申請

プッシュ型通知
現況届の提出が近くなったらお知らせ

サービス検索機能によって、自分にぴったりなサービスを検索できます。
利用者は役所に出向くことなくオンライン申請が可能となります。
忘れてしまいがちな手続きもプッシュ型通知でお知らせします。

えっ、HPには
載ってない
のに…

いつでも手続のオンライン申請ができる
ようになる

書面様式から手入力でシステムへ投入
する手間が削減できる

住民

自治体

住民

自治体

住民

自治体

個々の状況に合わせて、必要なサービ
スが検索できるようになる

窓口での住民への説明の手間を減らす
ことができるようになる

確認や提出忘れを防ぐことができる

書類作成や郵送コストを削減できる

・
・
・

児童手当の現況届の提出に
ついて

納税のお知らせ

　
職
員
の
育
児
休
業
に
係
る
子

に
つ
い
て
、
保
育
所
等
に
お
け

る
保
育
を
希
望
し
、
申
し
込
み

を
行
っ
て
い
る
が
、
当
面
そ
の

実
施
が
お
こ
な
わ
れ
な
い
場
合

は
、
育
児
休
業
の
延
長
、
再
延

長
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
も
の

で
す
。

ネ
ッ
ト
で
児
童
手
当
の
申
請
可
能
に

　
議
会
か
ら
の
提
案
で
当
初
予

算
と
決
算
を
審
査
す
る
議
員
13

名
か
ら
な
る
予
算
決
算
審
査
委

員
会
を
設
置
す
る
も
の
で
、
委

員
長
に
副
議
長
を
充
て
ま
す
。

　
今
ま
で
は
、
当
初
予
算
と
決

算
の
審
査
に
そ
の
都
度
、
特
別

委
員
会
を
設
置
し
対
応
し
て
き

ま
し
た
が
、
今
後
は
、
本
条
例

に
基
づ
い
た
常
任
の
委
員
会
で

審
査
を
行
い
ま
す
。

請
負
契
約
の
締
結

　
指
名
競
争
入
札
に
よ
る
5
件

の
工
事
請
負
契
約
の
締
結
は
、

委
員
会
審
査
し
た
1
件
を
含
め
、

全
件
、
全
会
一
致
で
原
案
ど
お

り
可
決
承
認
し
ま
し
た
。

　
下
表
参
照

議
会
に
予
算
決
算

　
　
　
　
審
査
委
員
会
を
設
置

議
会
委
員
会
条
例
の
一
部
改
正

契　約　内　容 契約金額 落札率％ 契　約　の　相　手　方
すがかわ体育館改修工事 6,642 万円 99.98 ㈱渡辺組
学校給食センター改修工事 7,441 万円 94.85 湯本建設㈱
橋梁補修（橋梁長寿命化）工事 5,076 万円 97.60 平穏土建㈱
志賀高原総合会館 98 改修工事 7,333 万円 99.10 平穏土建㈱
地域防災情報システム（同報系）整備工事 55,620 万円 99.04 ㈱日立国際電気長野営業所

○
行
政
手
続
条
例
の

一
部
改
正

○
職
員
の
育
児
休
業

等
に
関
す
る
条
例
の

一
部
改
正

厚生労働省の子育てマイナポータルの説明サイト
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順番 質　　問　　者 質　　問　　項　　目

① 髙田　佳久
1．人口増対策の推進を　　　　　　2．林道整備の強化を
3．防災力強化に向けた取り組みを　4．公共施設の適正な整備計画の推進を
5.  空き家対策の推進を

② 布施谷裕泉
1．「第二次北信地域定住自立圏共生ビジョン」推進について　
2．災害予防と減災対策
3．子育て支援の拡充について　

③ 小林　民夫 1．東京一極集中肯定論の台頭への対応策

④ 望月　貞明
1．農業振興施策について　
2．公共施設・インフラ整備計画について
3．町の福祉施策について

⑤ 湯本　晴彦
1．住宅宿泊事業法（民泊新法）について　
2．空き家対策について
3．人材対策について

⑥ 徳竹　栄子
1．子育て支援センター「ゆめっこ」について　
2．スキー場外の安全管理と規制のありかたについて　
3．防犯カメラ設置について

⑦ 渡辺　正男
1．新交通システム構築にどう取り組むか  
2．介護保険のサービス量減少をどう考えるか　
3．スポーツ推進計画策定にどう取り組むか　4．就学援助制度の利用状況について

⑧ 児玉　信治
1．小学校適正配置について　 　 2．北小空き施設利用について
3．公共施設等総合管理計画について　4．長野県警察街頭防犯カメラ設置促進事業について
5．事故防止対策について　6．全日本スキー連盟の強化指定選手に対する補助について

⑨ 山本　良一
1．観光施策について　　　　　2．小学校統合について
3．ロマン美術館について　　　4．国民健康保険について

⑩ 山本　光俊
1．志賀高原地区・北志賀高原地区ゲレンデの管理コース外滑走について　
2．ふるさと納税 ( 寄付金 ) について　
3．訪日外国人の医療機関受け入れ態勢について

⑪ 小林　克彦
1．人口問題について　　　　　2．観光と農業について　
3．環境保全について　　　　　4．ふるさと納税について

論戦
ズバリここが知りたい

一般質問

　６月14日、15日、16日の3日間にわたり行われました。
　一般質問とは、住民から重大な期待と関心を持たれる大事な議員活動です。議員がその市町村の行政
全般にわたって、執行機関の疑問点をただし、所信の表明を求めるものです。議員主導による政策議論
であることから、執行機関も十分な準備が必要となるため事前通告を行います。
　質問者1人の質問時間は25分です（答弁を含めて概ね1時間）。
　今議会の登壇議員は11人、傍聴者は47人でした（大勢の傍聴をお待ちしてます）。

観光・農業・空き家対策など
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外部不経済となる空き家の対策を
町長―現在、空き家等対策計画の策定作業中

質
問　

今
年
度
中
の
条
例
制
定

は
可
能
か
。

建
設
水
道
課
長　

本
年
度
の
制

定
に
向
け
て
努
力
し
て
い
る
。

質
問　

条
例
制
定
ま
で
の
間
、

空
き
家
所
有
者
な
ど
へ
の
助
言

や
指
導
は
。

建
設
水
道
課
長　

道
路
に
影
響

す
る
も
の
に
関
し
て
は
、
道
路

法
で
指
導
や
助
言
が
可
能
と
な

る
の
で
、
道
路
法
で
対
応
す
る
。

質
問　

暴
力
団
関
係
者
の
関
与

に
つ
い
て
の
対
応
は
。

総
務
課
長　

空
き
家
バ
ン
ク
事

業
で
は
、
実
施
要
綱
の
中
で
暴

力
団
関
係
者
が
登
録
で
き
な
い

よ
う
明
記
す
る
な
ど
、
個
別
で

の
対
応
を
し
て
い
る
。

質
問　

空
き
家
対
策
に
限
ら
ず
、

事
務
事
業
全
般
に
関
し
て
、
暴

力
団
排
除
に
関
す
る
協
定
を
中

野
警
察
署
と
締
結
す
べ
き
で
は
。

町
長　

早
速
、
所
管
課
と
警
察

で
協
議
し
た
い
。

　

住
民
や
観
光
客
の
皆
さ
ん
が
、

安
心
し
て
過
ご
せ
る
よ
う
に
対

応
す
る
こ
と
を
約
束
し
た
い
。

健
康
福
祉
課
長　

婚
活
事
業
へ

の
補
助
金
導
入
で
特
に
飲
食
を

と
も
な
う
も
の
は
、
国
で
一
部

慎
重
論
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
慎

重
に
検
討
し
た
い
。

町
長　

町
の
婚
活
事
業
は
、
社

会
福
祉
協
議
会
へ
委
託
し
て
実

施
し
て
い
る
。

　

民
間
で
の
婚
活
イ
ベ
ン
ト
は
、

補
助
金
が
な
く
て
も
自
主
的
に

行
っ
て
お
り
、
大
い
に
や
っ
て

い
た
だ
く
の
は
結
構
。

町
長　

県
に
対
し
て
林
業
振
興
、

里
山
整
備
に
森
林
税
の
延
長
を

要
望
し
た
。

質
問　

金
倉
竜
王
線
は
、
流
水

に
よ
る
林
道
の
悪
化
が
見
ら
れ

る
た
め
、
路
面
浸
食
防
止
ゴ
ム

板
の
増
設
対
応
を
。

農
林
課
長　

町
単
林
道
の
予
算

で
対
応
し
た
い
。

質
問　

二
の
沢
は
水
道
施
設
を

有
す
る
地
域
、
崩
落
部
分
の
修

繕
・
改
良
は
急
務
と
考
え
る
が
。

農
林
課
長　

県
と
現
地
確
認
を

行
い
、
30
年
度
に
公
共
事
業
を

導
入
で
き
る
よ
う
に
協
議
を
開

始
し
て
い
る
。

町
長　

県
へ
お
願
い
し
、
改
良

が
一
日
で
も
早
く
で
き
る
よ
う

進
め
て
い
き
た
い
。

町
長　

防
災
行
政
無
線
を
デ
ジ

タ
ル
に
更
新
し
、
防
災
情
報
の

携
帯
電
話
な
ど
へ
の
メ
ー
ル
配

信
や
屋
外
放
送
を
家
の
中
で
聞

け
る
個
別
受
信
機
を
設
置
す
る
。

工
事
費
を
５
億
５
６
２
０
万
円

と
し
、
29
・
30
年
度
の
2
年
を

か
け
て
実
施
す
る
。

質
問　

個
別
受
信
機
の
設
置
に

対
す
る
考
え
は
。

消
防
課
長　

30
年
度
に
設
置
、

全
戸
配
布
で
な
く
、
指
定
避
難

所
へ
の
設
置
や
携
帯
電
話
を
持

た
な
い
要
援
護
者
世
帯
に
は
、

無
償
貸
与
と
す
る
。

　

ま
た
希
望
者
に
は
、
有
償
貸

与
と
し
、
31
年
度
以
降
で
の
設

置
も
可
能
と
す
る
。

質
問　

耳
の
不
自
由
な
方
へ
の

対
応
は
。

消
防
課
長　

文
字
表
示
装
置
を

作
る
予
定
。

議会構成も変わり心機
一転。副議長の重責を
感じながら、議長のサ
ポート役に徹し、町の
発展に寄与したい。

婚
活
イ
ベ
ン
ト

支
援
補
助
金
制
度

の
創
設
を

町道にタイルなどが落下する危険な空き家

髙
た か

田
だ

 佳
よ し

久
ひ さ

林
道
整
備
の
強
化
を

髙田佳久のつぶやき

地
域
防
災
情
報
シ
ス

テ
ム
の
整
備
状
況
は

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

※１

※１　外部不経済を起こす特
定空き家：空き家が原因で倒
壊などの危険性が及んだり、
ゴミ屋敷があって悪臭がする
などで、周辺の土地、家屋に
買い手がつかない状態を及ぼ
すことを外部不経済と言い、
その段階の空き家は特定空き
家に分類される。
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質
問　

今
回
策
定
さ
れ
た
「
第

ニ
次
定
住
自
立
圏
共
生
ビ
ジ
ョ

ン
」
の
取
り
組
み
に
「
医
療
提

供
体
制
支
援
」
が
あ
る
。
町
と

し
て
単
独
で
は
難
し
い
と
す
る

病
児
・
病
後
児
保
育
に
つ
い
て

提
案
の
考
え
は
。

健
康
福
祉
課
長　

今
後
検
討
し

た
い
。

町
長　

町
と
し
て
こ
れ
ま
で
も

取
り
組
み
を
検
討
し
て
き
た
が
、

現
時
点
で
は
具
体
的
な
方
向
は

定
ま
っ
て
い
な
い
。
引
き
続
き

前
向
き
に
検
討
し
た
い
。

質
問　

体
育
施
設
や
文
化
施
設

の
共
有
化
に
つ
い
て
の
考
え
は
。

総
務
課
長　

利
用
料
金
な
ど
は

検
討
す
る
こ
と
に
し
て
い
る
が
、

広
域
の
共
有
化
に
つ
い
て
は
今

後
研
究
し
て
い
き
た
い
。

質
問　

５
月
、
飯
山
市
で
発
生

し
た
山
腹
崩
落
災
害
は
融
雪
が

原
因
と
の
見
方
も
あ
る
。
ま
た

同
市
で
は
26
年
、
防
災
計
画
に

「
融
雪
災
害
」
の
文
言
を
加
筆

し
て
い
る
。
県
の
改
定
に
合
わ

せ
た
と
し
て
い
る
が
、
当
町
で

も
防
災
計
画
に
し
っ
か
り
書
き

加
え
、
備
え
る
べ
き
で
は
。

危
機
管
理
室
長　

融
雪
が
転
じ

て
土
石
流
に
な
る
と
も
考
え
ら

れ
る
。
兼
ね
て
考
え
た
い
。

質
問　

民
有
林
の
倒
木
に
よ
る

河
川
災
害
が
予
想
さ
れ
る
場
合
、

河
川
管
理
者
の
取
り
得
る
手
段

は
。

建
設
水
道
課
長　

基
本
的
に
は

立
木
所
有
者
の
責
任
。
た
だ
規

模
が
大
き
く
災
害
に
発
展
す
る

可
能
性
が
あ
る
場
合
、
河
川
管

理
の
立
場
で
措
置
す
る
場
合
が

あ
る
。

質
問　

倉
下
川
の
乗
廻
地
籍
に

お
い
て
立
木
の
根
元
が
洗
わ

れ
、
大
雨
に
よ
る
倒
木
が
危

惧
さ
れ
て
い
る
。
災
害
に
直

結
の
恐
れ
も
あ
り
、
早
期
の

対
策
工
事
を
県
に
働
き
か
け

て
頂
き
た
い
。

建
設
水
道
課
長　

地
域
住
民
の

不
安
な
思
い
を
踏
ま
え
県
に
要

望
し
て
い
き
た
い
。

質
問　

就
学
援
助
対
象
者
数
は
。

教
育
長　

今
年
度
、
小
学
校
で

は
52
人
、
中
学
校
で
は
31
人
。

小
中
と
も
全
体
の
１
割
ほ
ど
。

そ
の
う
ち
準
要
保
護
者
は
小
学

校
で
は
51
人
、
中
学
校
で
29
人
。

質
問　

家
庭
の
経
済
状
況
な
ど

に
変
化
が
生
じ
た
場
合
は
年
度

途
中
で
も
認
定
は
可
能
か
。

教
育
次
長　

申
請
が
あ
れ
ば
年

度
途
中
で
も
認
定
す
る
。

そ
の
他
の
質
問

〇
未
婚
の
一
人
親
家
庭
に
対
し
、

　

寡
婦
・
寡
夫
控
除
み
な
し
適

　

用
を

〇
子
ど
も
食
堂
に
対
す
る
支
援

　

と
連
携
を

定
住
自
立
圏
構
想
と
そ
の
未
来
像
は

町
長
―
６
市
町
村
の
連
携
で
地
域
の
活
性
化
を

布
ふ

施
せ

谷
や

 裕
ひ ろ

泉
み

布施谷裕泉のつぶやき

※ 1　定住自立圏共生ビジョ
ン：市町村が連携して生活に
必要な機能を維持しようとす
るもので北信地域としての構
成は中野市、飯山市、山ノ内
町、木島平村、野沢温泉村、
栄村の 6 市町村。
※ 2　準要保護者：生活保護
法に規定する要保護者に準ず
ると認める者。

進む人口減にともな
い余儀なくされる地
方財政の縮小。
軸とすべきは「過疎
債」ではなく自治体
の連携。

一般質問

自治体間の共生をはかるために
策定されているビジョン

定
住
自
立
圏
共
生

ビ
ジ
ョ
ン
の
さ
ら

な
る
推
進
を

※
１

防
災
に
つ
い
て

「
融
雪
災
害
」
の

備
え
を

氾
濫
の
前
に
護
岸

工
事
早
期
着
工
を

子
育
て
支
援

就
学
援
助
の
対
応

に
つ
い
て

質
問

※
２

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問
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小規模温泉旅館の規格化・標準化の研究を
町長―そのつもりはない

質
問　

温
泉
場
の
振
興
に
つ
い

て
は
町
並
を
整
え
ろ
と
か
、
目

玉
を
持
て
と
か
、
周
辺
観
光
地

と
の
連
携
強
化
と
か
、
イ
ン
バ

ウ
ン
ド
を
促
進
し
ろ
と
か
い
ろ

い
ろ
言
わ
れ
て
い
る
。
し
か
し

私
は
ま
ず
温
泉
場
自
体
が
変
わ

る
必
要
が
あ
る
と
思
う
。
と
り

わ
け
小
規
模
の
温
泉
旅
館
の
規

格
化
・
標
準
化
が
必
要
だ
と
思

う
。
部
屋
に
定
員
を
決
め
る
、

常
に
宴
会
料
理
が
提
供
さ
れ
る

こ
と
が
必
要
か
あ
る
い
は
価
格

は
妥
当
か
な
ど
課
題
は
多
い
。

こ
れ
を
研
究
し
て
み
る
気
は
な

い
か
。

観
光
商
工
課
長　

観
光
商
工
課

と
し
て
は
観
光
連
盟
の
方
に
そ

の
旨
、
話
を
し
た
い
。

提
案　

都
市
部
に
お
け
る
商
人

宿
と
い
う
も
の
は
と
っ
く
の
昔

に
ビ
ジ
ネ
ス
ホ
テ
ル
に
な
っ
て

い
る
。
更
に
自
由
に
使
え
る
冷

蔵
庫
と
か
無
料
の
朝
食
と
か
市

価
よ
り
安
い
自
販
機
を
置
い
た

り
中
に
は
大
浴
場
を
備
え
る
と

こ
ろ
ま
で
あ
る
。
温
泉
旅
館
の

規
格
化
・
標
準
化
と
い
う
も
の

を
観
光
連
盟
の
委
員
会
と
か
組

織
な
り
で
確
立
す
る
こ
と
が
必

要
だ
。
も
し
こ
れ
が
で
き
れ
ば

山
ノ
内
方
式
と
し
て
誇
れ
る
宿

泊
施
設
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
。

モ
デ
ル
ル
ー
ム
を
一
室
で
も
作

れ
ば
全
国
か
ら
視
察
に
来
る
か

も
知
れ
な
い
。
小
規
模
温
泉
旅

館
の
規
格
化
・
標
準
化
を
研
究

す
る
こ
と
を
提
案
す
る
。

町
長　

指
導
す
る
つ
も
り
は
な

い
。
企
業
に
は
企
業
の
い
ろ
ん

な
や
り
方
、
経
営
ス
タ
イ
ル
が

あ
る
。「
Ｗ
Ａ
Ｋ
Ｕ
Ｗ
Ａ
Ｋ
Ｕ

や
ま
の
う
ち
」
は
旅
館
・
商
店

の
再
生
に
取
り
組
ん
で
い
る
が

オ
ー
ナ
ー
は
一
定
の
規
格
や
基

準
を
設
け
て
や
っ
て
は
い
な
い
。

自
分
の
知
性
、
感
性
で
各
々
の

営
業
を
や
っ
て
い
る
。

　

山
ノ
内
の
旅
館
は
大
小
も
タ

イ
プ
も
い
ろ
い
ろ
で
あ
っ
て
町

を
支
え
て
い
る
。
規
格
を
作
っ

て
こ
う
い
う
風
に
や
れ
と
い
う

よ
り
も
自
分
の
経
営
能
力
や
経

験
に
よ
る
施
設
・
サ
ー
ビ
ス
に

よ
る
こ
と
が
自
由
主
義
社
会
で

は
よ
ろ
し
い
。

質
問　

規
格
化
・
標
準
化
を
し

て
そ
れ
を
強
制
す
る
と
い
う
こ

と
で
は
な
い
。
参
考
に
し
て
欲

し
い
く
ら
い
で
よ
い
。
こ
れ
を

山
ノ
内
町
で
行
わ
な
く
て
も
ど

こ
か
で
い
つ
か
私
企
業
が
こ
れ

を
行
っ
て
そ
の
宿
が
温
泉
場
の

主
流
と
な
っ
て
ゆ
く
で
あ
ろ
う
。

コ
ン
ビ
ニ
の
よ
う
に
山
ノ
内
の

宿
の
一
軒
や
二
軒
は
そ
の
組
織

の
チ
ェ
ー
ン
店
と
な
る
で
あ
ろ

う
。
そ
し
て
温
泉
場
と
し
て
は

長
期
低
落
傾
向
を
た
ど
る
将
来

と
な
る
で
あ
ろ
う
。

温泉場は

　　　磨けば光る。

湯田中渋温泉郷

一般質問

小
こ ば や し

林 民
た み

夫
お

質
問

質
問

小林民夫のつぶやき

質
問
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質
問　

町
の
施
設
で
は
な
い
が

湯
田
中
駅
の
階
段
ス
ロ
ー
プ
は

急
傾
斜
過
ぎ
な
い
か
。

町
長　

長
野
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
合
わ
せ
、

国
の
補
助
制
度
を
受
け
て
、
町

の
補
助
金
で
設
置
さ
せ
て
い
た

だ
い
た
経
過
が
あ
る
。
坂
が
き

つ
い
と
い
う
苦
情
は
聞
い
て
い

る
。
長
野
電
鉄
、
関
係
者
と
話

し
合
い
対
応
し
て
い
き
た
い
。

質
問　

町
庁
舎
で
も
入
口
の
ト

イ
レ
以
外
は
ま
だ
バ
リ
ア
フ
リ

ー
化
さ
れ
て
い
な
い
が
。

総
務
課
長　

ス
ロ
ー
プ
な
ど
各

階
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
対
応
を

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

質
問　

難
聴
者
は
補
聴
器
を
つ

け
て
も
周
り
が
騒
が
し
い
と
窓

口
で
呼
ば
れ
て
も
聞
き
取
り
に

く
い
。
磁
気
ル
ー
プ
シ
ス
テ
ム

は
こ
れ
を
解
消
す
る
。
導
入
検

討
は
。

総
務
課
長　

こ
の
シ
ス
テ
ム
の

こ
と
は
知
ら
な
い
が
、
職
員
は

耳
元
で
話
す
こ
と
で
対
応
し
て

い
る
と
思
う
。

質
問　

景
観
と
防
災
の
た
め
将

来
の
無
電
柱
化
に
向
け
、
市
街

地
の
水
道
・
ガ
ス
管
の
地
下
共

同
溝
設
置
は
。

建
設
水
道
課
長　

無
電
柱
化
は

観
光
地
の
景
観
や
防
災
上
有
効

で
、
共
同
溝
の
設
置
は
そ
の
前

提
条
件
に
な
る
。
国
土
交
通
大

臣
の
認
可
を
取
る
ま
で
の
ハ
ー

ド
ル
が
高
く
、
ま
だ
計
画
は
進

め
て
い
な
い
。

 

公
共
施
設
の
管
理
は

質
問　

耐
用
年
数
を
過
ぎ
た
町

施
設
は
何
棟
で
そ
の
対
応
は
。

総
務
課
長　

74
棟
あ
り
、
改
修

済
が
4
棟
、
予
定
が
23
棟
。
こ

れ
ら
を
除
く
47
棟
の
多
く
は
倉

庫
で
、
必
要
な
修
繕
を
し
な
が

ら
対
応
を
検
討
し
て
い
く
。

質
問　

公
共
施
設
総
合
計
画
で

は
各
施
設
の
維
持
費
を
抑
え
る

方
針
で
あ
る
。
維
持
費
の
一
覧

表
で
の
開
示
は
。

総
務
課
長　

維
持
費
の
開
示
が

で
き
る
か
確
認
し
た
い
。

質
問　

農
協
合
併
後
の
ト
ッ
プ

セ
ー
ル
ス
の
感
触
は
。

町
長　

伊
勢
丹
な
ど
の
デ
パ
地

下
で
は
他
県
の
サ
ン
ふ
じ
は
山

形
な
ど
県
名
が
つ
い
て
い
る
が
、

当
町
産
は
志
賀
高
原
と
表
示
さ

れ
、
人
気
が
高
い
。

 

遊
休
農
地
対
策
は

質
問　

２
０
２
５
年
、
団
塊
の

世
代
が
後
期
高
齢
者
に
な
り
、

遊
休
農
地
の
増
加
が
予
想
さ
れ

る
。
農
地
バ
ン
ク
活
用
は
。

農
林
課
長　

バ
ン
ク
は
貸
し
手

が
い
て
も
借
り
手
が
つ
か
な
い

と
返
却
さ
れ
る
。
借
り
手
の
目

星
を
つ
け
て
動
く
こ
と
を
踏
ま

え
、
取
り
組
ま
ね
ば
な
ら
な
い

と
認
識
し
て
い
る
。

質
問　

条
件
の
悪
い
山
際
の
農

地
に
耕
作
放
棄
地
が
目
立
つ
。

管
理
す
れ
ば
有
害
獣
の
緩
衝
地

帯
に
な
る
。
山
際
に
一
定
幅
の

防
草
シ
ー
ト
敷
設
は
。

農
林
課
長　

効
果
は
一
時
的
で

草
刈
り
が
最
適
な
方
法
。

バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
多
面
的
推
進
を

町
長
―
状
況
を
把
握
し
随
時
検
討
す
る

観
光
地
の

無
電
柱
化
は

農
産
物
の

ブ
ラ
ン
ド
力
は

一般質問

磁気ループシステム設
置の第一候補は、にぎ
わう「道の駅やまのう
ち」の食堂かな。

傾斜が急な湯田中駅のスロープ

望
も ち

月
づ き

 貞
さ だ

明
あ き

望月貞明のつぶやき

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

※1　磁気ループシステム：
システムを敷設することによ
り、音声を磁気に変え、その
磁気を補聴器が受けて目的の
音を正確に聞き取ることがで
きるようにするもの。

※
１
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空き家対策や景観形成の財源確保を
町長―基幹産業の振興で税収アップを考えたい

質
問　

観
光
産
業
に
と
っ
て
景

観
と
か
景
色
と
い
う
の
は
、
大

変
重
要
な
要
素
だ
と
思
っ
て
い

る
。
空
き
家
調
査
が
最
終
的
に

は
ど
こ
に
着
地
を
し
よ
う
と
し

て
進
め
て
い
る
の
か
。

建
設
水
道
課
長　

空
き
家
を
放

っ
て
お
く
と
、
外
部
不
経
済
を

起
こ
す
特
定
空
き
家
に
分
類
さ

れ
る
の
で
、
増
え
る
こ
と
に
歯

止
め
を
か
け
る
と
い
う
の
が
大

き
な
着
地
点
で
あ
る
。
そ
う
は

言
っ
て
も
、
外
部
不
経
済
を
起

こ
し
て
い
る
空
き
家
が
多
い
の

で
、
そ
れ
に
関
し
て
は
個
別
の

対
応
を
考
え
て
お
り
、
空
き
家

解
体
補
助
金
を
計
画
中
で
あ
る

が
、
全
国
平
均
の
上
限
50
万
円

を
検
討
し
て
い
る
。

質
問　

山
ノ
内
の
場
合
、
空
き

ホ
テ
ル
と
い
う
問
題
が
あ
る
。

そ
の
50
万
円
で
は
足
り
な
い
の

で
は
。

建
設
水
道
課
長　

大
き
な
建
物

の
除
却
に
関
し
て
の
補
助
を
ど

う
す
る
か
は
こ
れ
か
ら
。

質
問　

今
後
公
共
施
設
の
改
修

問
題
な
ど
ど
う
し
て
も
優
先
し

て
お
金
を
か
け
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
も
の
も
多
い
。
空
き
家
や

景
観
形
成
に
は
別
建
て
で
財
源

を
確
保
し
て
い
く
必
要
は
。

総
務
課
長　

有
利
な
補
助
金
を

活
用
す
る
中
で
対
応
し
た
い
。

質
問　

観
光
税
の
導
入
や
、
ふ

る
さ
と
納
税
な
ど
を
う
ま
く
組

み
合
わ
せ
て
い
く
こ
と
で
、
財

源
の
確
保
は
で
き
な
い
か
。

町
長　

人
口
が
減
れ
ば
過
疎
債

が
適
用
さ
れ
た
り
、
公
共
施
設

が
老
朽
化
す
れ
ば
そ
れ
に
と
も

な
う
補
助
金
が
つ
く
ら
れ
た
り
、

時
代
に
合
わ
せ
て
国
に
も
求
め

て
対
応
し
て
い
く
。

町
長
反
問　

観
光
利
用
税
導
入

に
つ
い
て
、
観
光
者
全
員
が
そ

う
い
う
気
持
ち
な
の
か
、
観
光

連
盟
の
決
議
な
の
か
。

反
問
に
対
す
る
答
弁　

私
個
人

の
考
え
で
あ
る
。
た
だ
、
今
後

の
観
光
に
対
す
る
財
源
不
足
と

い
う
意
味
で
、
目
的
税
を
持
つ

べ
き
と
い
う
こ
と
と
、
税
込
表

示
の
時
代
で
は
事
業
者
が
負
担

す
る
と
い
う
場
合
が
あ
っ
た

が
、
今
は
税
別
表
示
で
あ
る
こ

と
、
大
き
く
利
用
者
に
負
担
に

な
ら
な
い
額
で
あ
る
と
い
う
点

目
的
税
な
ど
の

検
討
は

で
、
今
が
や
る
時
だ
と
思
う
。

町
長　

ま
ず
同
業
の
皆
さ
ん
の

総
意
を
確
認
し
て
ほ
し
い
こ
と

が
1
点
、
新
た
な
税
を
設
け
る

こ
と
よ
り
も
基
幹
産
業
を
振
興

さ
せ
て
、
税
収
を
ア
ッ
プ
さ
せ

た
い
と
思
っ
て
い
る
。

質
問　

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
で

来
て
く
れ
た
学
生
は
、
お
客
さ

ん
と
し
て
も
来
る
か
も
し
れ
な

い
。
県
の
補
助
金
は
、
県
外
の

学
生
が
県
内
に
来
た
時
に
補
助

さ
れ
る
。
県
内
の
学
生
が
町
内

に
来
る
場
合
に
は
、
町
が
補
助

制
度
を
創
設
し
て
ほ
し
い
。

町
長　

関
係
団
体
と
も
相
談
し

な
が
ら
、
自
信
と
誇
り
の
持
て

る
我
が
郷
土
づ
く
り
の
た
め
に
、

検
討
し
て
い
き
た
い
。

光を観るのが観光。

汚いものを観に来る

人はいない。

※１　外部不経済を起こす特
定空き家：空き家が原因で倒
壊などの危険性が及んだり、
ゴミ屋敷があって悪臭がする
などで、周辺の土地、家屋に
買い手がつかない状態を及ぼ
すことを外部不経済と言い、
その段階の空き家は特定空き
家に分類される。

空き家、空きホテルは観光地において、死活問題である

一般質問

湯
ゆ

本
も と

 晴
は る

彦
ひ こ

湯本晴彦のつぶやき

質
問

質
問

※
１

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

補
助
の
創
設
を

質
問

質
問

質
問

反
問
に
対
す
る
答
弁
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質
問　

ス
キ
ー
場
外
滑
走
で
の

事
故
が
増
加
し
て
い
る
。
索
道

事
業
者
は
、
安
全
管
理
の
た
め

許
可
は
で
き
な
い
。
町
や
地
主

が
対
応
す
べ
き
で
は
。

町
長　

索
道
事
業
者
・
観
光
関

係
者
と
協
議
し
、
条
例
化
な
ど

が
必
要
か
考
え
て
い
き
た
い
。

　
質
問　

ス
キ
ー
場
外
の
遭
難
救

助
体
制
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

観
光
商
工
課
長　

遭
難
が
発
生

す
る
と
警
察
か
ら
遭
対
協
に
連

絡
が
行
き
、
救
助
活
動
を
す
る
。

質
問　

遭
対
協
総
会
資
料
で
は

遭
対
協
の
他
に
索
道
事
業
者
の

パ
ト
ロ
ー
ル
隊
の
出
動
も
多
い
。

そ
れ
ぞ
れ
の
救
助
費
用
請
求
に

つ
い
て
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

観
光
商
工
課
長　

遭
対
協
出
動

に
あ
た
り
、
遭
難
者
の
家
族
に

確
認
を
得
て
、
保
険
代
、
諸
経

費
を
請
求
す
る
。
索
道
事
業
者

の
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
に
つ
い
て
は

承
知
し
て
い
な
い
。

質
問　

遭
対
協
、
索
道
パ
ト
ロ

ー
ル
隊
、
こ
の
２
つ
の
救
助
体

制
を
一
本
化
し
、
ま
と
め
て
費

用
請
求
な
ど
で
き
る
よ
う
に
す

べ
き
で
は
。

観
光
商
工
課
長　

現
在
、
遭
対

協
と
索
道
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
が
統

一
し
た
規
定
に
な
っ
て
い
な
い
。

１
番
の
目
的
は
、
早
く
、
安
全

に
救
助
す
る
こ
と
で
あ
る
。
関

係
者
と
協
議
し
検
討
を
進
め
る
。

質
問　

町
長
は
、
遭
対
協
の
会

長
だ
。
よ
り
良
い
救
助
体
制
の

確
立
と
強
化
を
。

町
長　

観
光
事
業
者
・
ス
キ
ー

場
事
業
者
と
連
携
し
一
本
化
に

向
け
て
検
討
を
進
め
る
。

　
質
問　

保
護
者
同
伴
の
原
則
を

特
別
な
ケ
ー
ス
の
場
合
の
み
児

童
１
人
で
も
利
用
で
き
な
い
か
。

健
康
福
祉
課
長　

保
護
者
同
伴

で
利
用
す
る
施
設
で
あ
る
。

質
問　

休
日
保
育
は
20
日
前
が

受
付
厳
守
な
の
で
、
緊
急
時
の

対
応
と
し
て
、
担
当
職
員
が
保

育
支
援
は
で
き
な
い
か
。

健
康
福
祉
課
長　

可
能
か
ど
う

か
研
究
し
た
い
。

質
問　

育
児
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ

ル
ー
プ
に
育
児
の
場
と
し
て

利
用
許
可
す
る
こ
と
は
で
き

な
い
か
。

健
康
福
祉
課
長　

空
室
は
あ
る

が
改
修
も
必
要
。
検
討
す
る
。

町
長　

利
用
者
ニ
ー
ズ
を
大
切

に
、
施
設
運
営
、
内
容
を
改
善

し
利
用
促
進
に
努
め
て
い
く
。

質
問　

通
学
時
の
児
童
、
町
民

の
安
全
、
犯
罪
早
期
解
決
の
た

め
整
備
が
必
要
と
考
え
る
が
。

町
長　

コ
ス
ト
、
管
理
、
費
用

対
効
果
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護

な
ど
の
対
応
が
必
要
。
検
討
す

る
。

質
問　

県
警
察
街
頭
防
犯
カ
メ

ラ
設
置
促
進
事
業
の
補
助
金
制

度
の
周
知
、
活
用
の
考
え
は
。

健
康
福
祉
課
長　

地
元
で
判
断

し
活
用
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

バ
ッ
ク
カ
ン
ト
リ
ー
の
安
全
管
理
と
ル
ー
ル
づ
く
り
を

町
長
―
県
、
ス
キ
ー
場
、
観
光
関
係
者
と
連
携
し
取
り
組
む

防
犯
カ
メ
ラ
設
置

に
つ
い
て

一般質問

子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
「
ゆ
め
っ
こ
」

活
用
の
改
善
を

ス
キ
ー
場
外
の

遭
難
救
助
体
制
の

一
本
化
を

第５次山ノ内町総合計

画に子育て支援の充実

とあるが緊急時の休日

保育や育児ボランティ

アの配慮も必要だなぁ。

子育て支援センター「ゆめっこ」。ニーズに
合わせ施設運営の改善を求める。

徳
と く

竹
た け

 栄
え い

子
こ

徳竹栄子のつぶやき

※１　バックカントリー：
スキー場外での滑走
※２　索道事業者：スキー
場運営会社
※３　遭対協：志賀高原地
区山岳遭難防止対策協会

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

※
１

※
２

※
３
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新公共交通システム構築にどう取り組むか

町
長　

長
電
バ
ス
の
須
賀
川
線

と
菅
・
角
間
線
の
一
部
に
替
わ

り
、
10
月
か
ら
町
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
バ
ス
の
実
証
運
行
を
計
画

し
て
お
り
、
国
の
補
助
も
つ
き
、

バ
ス
を
購
入
し
、
地
元
要
望
を

踏
ま
え
、
町
公
共
交
通
会
議
な

ど
で
準
備
を
進
め
て
い
る
。

総
務
課
長　

地
域
公
共
交
通
は
、

地
域
経
済
、
社
会
活
動
の
基
盤

で
あ
り
、
そ
の
活
性
化
再
生
に

よ
る
交
通
手
段
の
確
保
は
町
の

重
要
課
題
。
だ
が
、
公
共
交
通

の
利
用
者
は
年
々
減
少
し
、
路

線
バ
ス
に
お
い
て
は
長
電
バ
ス

の
不
採
算
路
線
か
ら
の
撤
退
・

廃
止
方
針
に
よ
り
、
こ
の
ま
ま

で
は
交
通
空
白
地
域
が
出
現
す

る
。
事
業
者
だ
け
で
は
新
た
な

施
策
を
講
じ
る
こ
と
が
困
難
な

状
況
。

質
問　

住
民
説
明
会
の
開
催
予

定
は
。

総
務
課
長　

第
1
回
地
域
公
共

交
通
会
議
は
、
5
月
11
日
に
開

催
し
、
町
の
交
通
体
系
再
編
の

方
向
性
に
つ
い
て
承
認
い
た
だ

い
た
。
第
2
回
を
7
月
上
旬
に

予
定
し
て
い
る
。
そ
の
後
、
町

内
4
地
区
で
住
民
説
明
会
を
計

画
し
て
い
る
。

質
問　

住
民
ニ
ー
ズ
を
ど
う
把

握
し
ど
う
反
映
さ
せ
る
か
。

総
務
課
長　

1
年
間
の
実
証
運

行
期
間
中
の
利
用
実
態
調
査
、

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
結
果
を
踏

ま
え
、
よ
り
効
率
的
で
利
便
性

向
上
が
は
か
ら
れ
る
よ
う
見
直

し
を
し
て
い
き
た
い
。

質
問　

広
域
的
連
携
に
は
ど
う

取
り
組
む
か
。

総
務
課
長　

生
活
圏
と
し
て
中

野
市
と
の
連
携
協
力
が
必
要
で

あ
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
面
で
調
整

を
は
か
っ
て
い
る
。
5
月
29
日
、

阿
部
知
事
と
北
信
6
市
町
村
長

の
次
期
総
合
5
か
年
計
画
の
意

見
交
換
会
が
あ
り
、
そ
の
席
上
、

公
共
交
通
の
広
域
的
取
り
組
み

で
の
効
率
化
を
求
め
、
地
域
振

興
局
で
音
頭
を
、
と
の
提
案
が

あ
っ
た
。

質
問　

地
域
振
興
局
が
市
町
村

の
枠
を
越
え
て
地
域
公
共
交
通

を
考
え
る
協
議
会
を
設
置
す
る

と
報
道
さ
れ
た
が
、
ど
ん
な
組

織
で
、
町
公
共
交
通
会
議
と
の

関
わ
り
は
ど
う
な
る
か
。

副
町
長　

ま
だ
連
絡
は
な
い
が
、

県
も
こ
れ
か
ら
地
域
交
通
に
力

を
入
れ
た
い
と
し
て
お
り
、
そ

の
動
向
を
注
視
し
て
い
き
た
い
。

質
問　

説
明
会
で
住
民
の
み
な

さ
ん
の
声
、
実
際
に
使
っ
て
い

る
人
た
ち
、
な
け
れ
ば
困
る
人

た
ち
の
意
見
を
大
切
に
し
た
き

め
細
か
い
対
応
を
要
望
す
る
。

た
と
え
ば
、
中
野
市
の
バ
ス
が

町
と
の
境
の
深
澤
神
社
ま
で
来

て
い
る
。
こ
れ
に
乗
れ
ば
、
イ

オ
ン
ま
で
5
分
、
北
信
病
院
ま

で
10
分
ほ
ど
で
行
け
る
。
こ
う

し
た
中
野
市
の
バ
ス
運
行
と
町

の
バ
ス
路
線
が
リ
ン
ク
で
き
る

よ
う
な
広
域
的
視
点
で
の
工
夫

を
重
ね
て
、
利
用
者
が
増
え
る

よ
う
に
努
力
し
て
い
た
だ
き
た

い
。

　リオ五輪、アジア大
会、世界卓球大会で
10 代の日本選手が大
活躍。卓球人気復活は
素直に嬉しい。

広
域
的
視
点
で
の

公
共
交
通
網
整
備
を

質
問

一般質問

渡
わ た

辺
な べ

 正
ま さ

男
お

渡辺正男のつぶやき

町長－コミュニティバス実証運行に向け準備中

質
問

質
問

質
問

質
問

※１　コミュニティバス実
証運行：運行車両は送迎仕
様ワゴン車（10人乗り）。
路線廃止後の29年10月か
ら１年間の運行とし、運賃
は無料。利用実態調査とア
ンケートにより効果を調
査・検討し、有償輸送への
移行を検討します。
※２　地域振興局：29年
度から県の地方事務所の名
称が変更され、北信地方事
務所は北信地域振興局とな
りました。

夜間瀬駅バス停を通過する須賀川線中野行バス

※
２
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一般質問

※ 1 公共施設等総合管
理計画：計画的な公共施
設等の管理のため更新、
統廃合、長寿命化などの
基本的考え方を示したも
の。
※ 2 レッドゾーン：土
砂災害特別警戒区域

質
問　

多
く
の
町
民
の
皆
さ
ん

は
、
34
年
に
一
校
統
合
、
場
所

は
中
学
校
付
近
に
建
設
と
い
う

の
が
既
定
事
実
で
あ
る
と
の
思

い
が
あ
る
。
ま
だ
明
確
に
決
め

て
い
な
い
教
育
委
員
会
と
町
民

に
認
識
の
違
い
が
あ
る
が
。

教
育
長　

住
民
の
皆
さ
ん
が
そ

の
よ
う
な
お
考
え
で
あ
る
と
す

れ
ば
、
私
と
し
て
は
非
常
に
説

明
不
足
で
あ
る
と
思
う
。

質
問　

１
校
統
合
に
は
、
財
政

状
況
や
既
存
施
設
の
活
用
方
法

な
ど
課
題
は
山
積
と
の
答
弁
が

あ
る
。
ま
た
公
共
施
設
等
管
理

計
画
で
の
基
本
方
針
で
も
新
規

施
設
は
つ
く
ら
な
い
と
さ
れ
て

い
る
。
そ
こ
で
現
在
の
通
学
区
の

区
割
り
を
新
し
く
し
て
南
・
西

小
の
2
校
（
東
の
一
部
は
レ
ッ
ド

ゾ
ー
ン
に
当
た
る
た
め
）
存
続
と

い
う
方
法
は
考
え
ら
れ
な
い
か
。

教
育
長　

南
・
西
小
学
校
は
、

か
つ
て
は
２
学
級
規
模
で
つ
く

ら
れ
て
い
た
が
、
現
在
は
す
べ

て
の
教
室
が
様
々
な
用
途
に
使

わ
れ
て
お
り
、
２
学
級
教
室
を

つ
く
る
こ
と
は
困
難
な
状
況
で

あ
る
。
審
議
会
で
将
来
的
に
は

１
校
統
合
と
の
答
申
を
い
た
だ

い
て
い
る
の
で
そ
ち
ら
を
尊
重

し
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

質
問　

新
し
く
つ
く
る
か
ら
、

賢
く
使
う
を
基
本
認
識
と
理
解

し
て
よ
い
の
か
。

総
務
課
長　

そ
の
と
お
り
。
必

要
な
も
の
に
つ
い
て
は
長
寿
命

化
を
は
か
り
な
が
ら
維
持
し
て

い
く
。

質
問　

公
共
施
設
等
総
合
管
理

計
画
に
、
施
設
総
量
を
14
年
間

で
15
％
縮
減
と
あ
る
が
、
具
体

的
な
方
策
は
あ
る
の
か
。

町
長　

公
共
施
設
等
総
合
管
理

計
画
に
記
載
の
と
お
り
、
老
朽

化
な
ど
に
よ
り
供
用
を
廃
止
さ

れ
た
施
設
、
ま
た
利
用
度
、
稼

働
率
が
低
い
施
設
に
つ
い
て
は
、

取
り
壊
し
や
売
却
を
行
う
こ
と

に
よ
り
縮
減
を
は
か
り
た
い
と

考
え
て
い
る
。

総
務
課
長　

現
在
保
有
す
る
公

共
施
設
の
総
面
積
は
７
万
８
３

３
１
㎡
で
あ
り
、
そ
の
15
％
に

あ
た
る
の
は
約
１
万
１
７
５
０

㎡
。
具
体
的
な
方
策
と
し
て

は
、
南
小
教
員
住
宅
１
棟
の
取

り
壊
し
を
実
施
計
画
に
計
上
し

て
お
り
、
２
４
０
㎡
の
減
少
と

な
る
。
確
定
で
は
な
い
が
、
北

部
公
民
館
機
能
を
旧
北
小
学
校

に
移
行
さ
せ
た
場
合
、
北
部
公

民
館
・
社
会
体
育
館
を
取
り
壊

す
と
４
６
７
３
㎡
の
減
少
と
な

る
。
こ
れ
は
計
画
に
対
し
約
４

割
に
相
当
し
、
こ
の
ほ
か
、
老

朽
化
し
利
用
率
の
極
端
に
低
い

施
設
の
取
り
壊
し
や
売
却
を
行

い
、
目
標
達
成
を
は
か
っ
て
い

く
。

質
問　

町
出
身
の
全
日
本
ス
キ

ー
連
盟
強
化
指
定
選
手
の
個
人

負
担
に
対
し
て
補
助
は
で
き
な

い
か
。

町
長　

現
在
、
海
外
遠
征
に
は

自
己
負
担
の
半
額
を
補
助
し
て

い
る
。
今
後
、
他
市
町
村
の
補

助
状
況
を
調
査
し
て
い
き
た
い
。

小
学
校
２
校
存
続
は
考
え
ら
れ
な
い
か

教
育
長
―
審
議
会
答
申
を
尊
重
す
る

公
共
施
設
の
管
理
の

基
本
的
な
考
え
方

ランドセルの熊よけの
鈴の音・子どもの声が
聞こえなくなり、さび
しってありゃしねや。

（あるところでの友人
との会話）

児玉信治のつぶやき

小
学
校
適
正
配
置

に
つ
い
て

素晴らしい環境での教育は理想なのだが

児
こ

玉
だ ま

 信
し ん

治
じ

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

※
１

強
化
指
定
選
手
に

補
助
を

※
２



国保税算定基準と給付費の大幅減少の理由は
町長―入・通院費、調剤費の減少が大きい

町
長　

28
年
度
の
保
険
給
付
費

は
速
報
で
前
年
度
比
約
96
％
の

見
込
み
で
入
院
、
通
院
が
減
少

し
た
こ
と
や
調
剤
費
の
減
少
が

大
き
い
と
推
測
し
て
い
る
。

健
康
福
祉
課
長　

保
険
税
算
定

に
当
た
っ
て
は
、
保
険
給
付
費

の
動
向
、
基
金
残
高
は
も
ち
ろ

ん
、
世
帯
数
、
被
保
険
者
数
や

課
税
所
得
を
根
拠
に
算
出
す
る
。

保
険
給
付
額
の
大
幅
な
減
少
の

主
な
要
因
は
高
額
な
新
薬
に
対

す
る
薬
価
改
定
が
年
度
途
中
で

緊
急
に
実
施
さ
れ
大
幅
に
減
額

と
な
っ
た
の
が
主
な
要
因
。

健
康
福
祉
課
長　

保
険
税
一
人

当
た
り
の
調
定
額
で
い
う
と
、

27
年
度
県
下
77
市
町
村
中
11
位
。

28
年
度
速
報
値
で
10
位
。

　

医
療
費
一
人
当
た
り
に
つ
い

て
は
、
27
年
度
が
64
位
。
28
年

度
速
報
値
で
は
63
位
で
医
療
費

は
低
い
ほ
う
。

質
問　

こ
の
質
問
に
対
し
ど
う

説
明
し
た
ら
い
い
の
か
。

健
康
福
祉
課
長　

分
析
が
難
し

い
と
こ
ろ
も
あ
る
が
、
国
保
加

入
者
の
所
得
が
低
く
軽
減
が
か

か
る
方
が
非
常
に
多
い
と
い
う

こ
と
か
ら
と
考
え
て
い
る
。

質
問　

医
療
費
が
下
が
れ
ば
保

険
税
が
下
が
る
の
で
は
な
い
か

と
聞
か
れ
た
と
き
、
ど
う
答
え

れ
ば
い
い
の
か
。

健
康
福
祉
課
長　

現
状
、
医
療

費
が
下
が
っ
て
い
る
こ
と
で
、

基
金
も
積
み
上
が
っ
て
い
る
。

そ
の
意
味
で
は
国
保
税
を
下
げ

ら
れ
る
状
況
で
は
あ
る
と
思
う

が
、
30
年
度
で
制
度
改
正
が
あ

る
の
で
、
そ
の
と
こ
ろ
で
改
め

て
見
直
し
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

質
問　

な
ぜ
値
上
げ
す
る
の
か

と
聞
か
れ
、
医
療
費
の
高
額
化

と
説
明
す
る
が
、
現
実
に
は
医

療
費
は
下
が
っ
て
い
る
。
複
雑

な
計
算
式
が
必
要
な
の
は
わ
か

る
が
、
町
民
の
胸
に
落
ち
る
よ

う
な
形
で
説
明
す
る
必
要
が
あ

る
と
思
う
が
。

健
康
福
祉
課
長　

今
回
の
値
上

げ
に
つ
い
て
は
、
そ
の
段
階
で

の
医
療
費
の
状
況
が
か
な
り
上

が
っ
て
い
た
中
で
値
上
げ
を
お

願
い
し
た
が
、
結
果
的
に
医
療

費
が
想
定
し
た
見
込
み
額
よ
り

低
か
っ
た
と
い
う
こ
と
か
ら
、

基
金
も
積
み
上
が
っ
た
。

質
問　

結
果
的
に
値
上
げ
は
し

な
く
て
も
よ
か
っ
た
と
な
る
。

今
度
は
値
下
げ
の
段
取
り
も
出

て
く
る
可
能
性
は
な
い
か
。

健
康
福
祉
課
長　

30
年
の
制
度

改
正
と
い
う
と
こ
ろ
で
、
考
え

て
い
き
た
い
。

質
問　
「
結
果
で
す
か
ら
」
で

は
な
く
町
民
に
質
問
さ
れ
て
も

困
ら
な
い
税
額
設
定
を
。

健
康
福
祉
課
長　

そ
う
い
う
状

況
も
踏
ま
え
国
保
運
営
協
議
会

で
も
議
論
い
た
だ
く
。

医療費が県下最低クラ
スの町。
移住定住には大きな魅
力 (^^)
でも国保税トップクラ
スではネ～ (+_+)
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一般質問

医
療
費
は
低
い
の
に

な
ぜ
保
険
税
は
高
い
か

質
問

山
や ま

本
も と

 良
りょ う いち

一

山本良一のつぶやき

町
の
保
険
税
と
医
療

費
の
順
位
は
県
で
は

何
位
か

基
金
が
増
え
て
い
る

の
に
値
上
げ
が
必
要

な
の
は
な
ぜ
か

質
問

質
問

質
問

質
問



※１　バックカントリース
キー：整備された区域以外
で手付かずの自然が残って
いるエリアをスキーで滑走
すること。
※２　４つの応援貨
　　　　　　（寄附金 )：
・ふるさとに錦を飾る応援貨
・志賀高原ユネスコ
　　　    エコパーク応援貨
・ふるさとの親孝行応援貨
・夢･ワンパクこども応援貨

30議会だより第109号平成29年７月

一般質問
質
問　

バ
ッ
ク
カ
ン
ト
リ
ー
ス

キ
ー
と
称
し
間
違
っ
た
情
報
が

発
信
さ
れ
て
い
る
事
実
を
把
握

し
て
い
る
か
。

観
光
商
工
課
長　

承
知
し
て
い

な
い
。
事
実
な
ら
関
係
機
関
と

連
携
し
て
指
導
す
る
必
要
が
あ

る
と
考
え
る
。

質
問　

救
助
隊
の
構
成
は
、
地

元
ホ
テ
ル
・
旅
館
、
索
道
会
社

の
経
営
者
や
社
員
と
い
う
事
を

承
知
し
て
い
る
か
。

観
光
商
工
課
長　

し
て
い
る
。

質
問　

特
に
遭
難
は
繁
忙
期
に

多
く
、
出
動
に
は
事
故
や
ケ
ガ
、

二
重
遭
難
の
リ
ス
ク
を
抱
え
、

そ
れ
で
も
当
地
区
の
お
客
様
だ

か
ら
と
協
力
し
出
動
し
て
い
る
。

町
内
の
ホ
テ
ル
・
旅
館
関
係
者

は
こ
の
事
実
を
知
っ
て
い
る
か
。

観
光
商
工
課
長　

湯
田
中
渋
温

泉
郷
に
お
泊
り
の
外
国
人
の
お

客
様
が
志
賀
・
北
志
賀
で
遭
難

さ
れ
る
ケ
ー
ス
を
承
知
し
て
い

る
。
観
光
連
盟
を
通
じ
注
意
喚

起
、
周
知
徹
底
を
は
か
る
。

町
長　

28
年
度
の
内
訳
は
、
ふ

る
さ
と
に
錦
を
飾
る
応
援
貨
が

６
６
８
２
万
円
、
志
賀
高
原
ユ

ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
応
援
貨
が

５
８
２
４
万
円
、
ふ
る
さ
と
親

孝
行
応
援
歌
が
８
８
６
万
円
、

夢
・
ワ
ン
パ
ク
こ
ど
も
応
援
歌

が
３
６
３
５
万
円
と
な
っ
て
い

る
。

質
問　

返
礼
品
の
選
定
は
誰
が

決
定
し
て
い
る
の
か
。

総
務
課
長　

町
観
光
連
盟
・
Ｊ

Ａ
・
町
開
発
公
社
・
索
道
協
会

と
協
議
し
決
定
し
て
い
る
。

質
問　

返
礼
品
の
新
し
い
商
品
、

業
者
は
増
え
て
い
る
か
。

総
務
課
長　

把
握
し
て
い
な
い
。

質
問　

希
望
が
あ
れ
ば
参
加
で

き
る
の
か
。

総
務
課
長　

町
の
魅
力
発
信
、

産
業
振
興
に
関
係
あ
れ
ば
追
加

も
可
能
と
考
え
て
い
る
。

質
問　

そ
の
こ
と
は
町
内
に
告

知
し
て
い
る
か
。

総
務
課
長　

し
て
い
な
い
。

質
問　

窓
口
は
ど
こ
に
な
る
か
。

総
務
課
長　

総
務
課
友
好
交
流

係
に
な
る
。

質
問　

返
礼
品
は
ト
ラ
ス
ト
バ

ン
ク
が
運
営
す
る
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
紹
介
さ
れ
て
い
る
が
、
返

礼
品
の
掲
載
順
は
ど
の
よ
う
に

決
め
て
い
る
の
か
。

総
務
課
長　

承
知
し
て
い
な
い
。

質
問　

全
て
お
ま
か
せ
と
い
う

こ
と
か
。

総
務
課
長　

係
と
調
整
し
な
が

ら
と
理
解
し
て
い
る
。

総
務
課
長　

実
施
計
画
、
予
算

編
成
時
に
各
課
と
調
整
し
て
い

る
。28
年
度
は
夢
・
ワ
ン
パ
ク
応

援
貨
よ
り
通
学
定
期
購
入
補
助

と
し
て
１
５
８
万
円
使
用
し
た
。

質
問　

こ
れ
だ
け
し
か
使
用
し

て
い
な
い
の
か
。

総
務
課
長　

25
年
度
ま
で
は
基

金
に
積
み
立
て
、
27
年
度
に
一

部
通
学
定
期
補
助
に
使
用
し
た
。

質
問　

寄
付
金
に
志
賀
高
原
ユ

ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
応
援
貨
、

環
境
・
自
然
保
護
と
目
的
が
記

載
さ
れ
て
い
る
が
、
何
か
計
画

さ
れ
て
い
る
か
。

町
長　

地
元
の
方
で
提
案
が
あ

れ
ば
相
談
さ
せ
て
い
た
だ
き
、

ま
た
、
寄
付
者
の
意
向
を
尊
重

し
な
が
ら
対
応
す
る
。

ゲ
レ
ン
デ
外
滑
走
を
ど
う
考
え
る
か

町
長
―
対
策
は
重
要
。
関
係
者
と
協
力
し
て
取
り
組
む

ふ
る
さ
と
納
税

（
寄
附
金
）の
内
訳
は

４
つ
の
応
援
貨

（
寄
附
金
）の
使
い
道
は

湯本晴彦議員と２人で新
会派「創誠会」を設立し
ました。初代会長は湯本
議員が努めます。
よろしくお願い致します。

山
や ま も と

本 光
み つ と し

俊

山本光俊のつぶやき

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

バックカントリースキーを楽しむスキーヤー

※
１

質
問

※
２



※１　婚姻率：
県下47位（0.37）の資料出展
長野県発表の平成22年統計値

（民間機関による推計順位は77位）
婚姻率＝年間婚姻届出件数÷
10月１日日本人人口（厚生労
働省）
合計特殊出生率は県下77位（1.37）
※２　農業センサス：
農林水産省が５年ごとに行う実
体とその変化の調査
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一般質問

出生人数は危機的状況
町長－子育て策や雇用創出に努めていく

質
問　

住
民
基
本
台
帳
で
は
昨

年
12
月
末
の
ゼ
ロ
歳
児
は
41
人

で
あ
る
。
近
年
10
年
の
平
均
人

数
は
約
65
人
、
こ
の
減
少
を
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

健
康
福
祉
課
長　

年
度
で
の
数

字
は
昨
年
の
４
月
１
日
か
ら
今

年
３
月
31
日
ま
で
に
出
生
し
た

人
数
は
52
人
。

質
問　

年
と
年
度
の
差
の
み
と

は
考
え
に
く
い
。
い
ず
れ
に
し

て
も
、
年
々
減
少
し
て
い
る
。

こ
の
要
因
の
考
え
は
。

健
康
福
祉
課
長　

全
国
的
な
問

題
で
は
あ
る
が
、
晩
婚
化
・
若

者
の
転
出
・
一
人
の
女
性
が
産

む
子
ど
も
の
人
数
が
減
っ
て
き

て
い
る
な
ど
、
こ
れ
ら
が
複
合

し
て
こ
の
数
字
に
な
っ
て
い
る

と
考
え
て
い
る
。

質
問　

確
か
に
出
生
減
少
は
国

全
体
の
問
題
で
あ
り
、
昨
年
は

つ
い
に
戦
後
初
め
て
１
０
０
万

人
を
下
回
り
、
97
万
人
で
あ
る
。

し
か
し
答
弁
の
出
生
率
以
上
に

私
は
婚
姻
率
の
低
さ
が
最
終
的

な
要
因
と
考
え
る
。
町
の
婚
姻

率
は
０
・
37
％
で
県
下
で
も
下

位
の
47
位
で
あ
る
。
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
か
。

健
康
福
祉
課
長　

婚
姻
率
を
上

げ
る
た
め
に
は
社
協
に
委
託
し

て
婚
活
の
応
援
事
業
を
実
施
す

る
。

質
問　

町
や
地
域
が
存
在
す
る

の
は
、「
人
の
集
ま
り
」
で
あ

り
そ
こ
に
集
ま
る
理
由
が
な
け

れ
ば
集
ま
ら
な
い
。
し
か
し
ど

こ
に
居
を
定
め
る
か
や
婚
姻
の

意
思
な
ど
は
人
の
生
き
方
に
関

わ
る
難
し
い
問
題
だ
。
少
な
く

と
も
現
に
居
住
す
る
人
達
の
満

足
度
を
い
か
に
高
め
る
か
と
思

う
が
。

町
長　

結
婚
、
妊
娠
、
出
産
、

育
児
ま
で
の
切
れ
め
の
な
い
施

策
と
と
も
に
、
観
光
と
農
業
の

振
興
に
よ
り
雇
用
の
創
出
に
取

り
組
み
た
い
。

質
問　

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
用

い
、
可
処
分
所
得
に
併
せ
可
処

分
時
間
も
持
て
る
家
庭
を
目
指

す
べ
き
で
あ
る
。
移
住
定
住
は
、

移
住
者
の
人
生
観
に
訴
え
た
取

り
組
み
が
重
要
で
は
。

総
務
課
長　

地
域
の
活
性
化
の

た
め
に
、
空
き
家
バ
ン
ク
な
ど

の
登
録
や
移
住
者
へ
の
補
助
を

小
こ ば や し

林 克
か つ ひ こ

彦

充
実
し
て
進
め
た
い
。

質
問　

空
き
家
、
移
住
策
で
は

民
間
も
活
動
し
て
い
る
。
官
民

連
携
や
支
援
の
考
え
は
。

総
務
課
長　

町
の
お
た
め
し
施

設
や
施
策
の
取
り
組
み
で
連
携

や
支
援
を
し
て
い
き
た
い
。

質
問　

基
幹
産
業
で
あ
る
観
光

と
農
業
の
対
策
を
講
じ
る
に
は

現
状
の
把
握
が
重
要
で
あ
る
。

現
状
の
統
計
収
集
は
十
分
か
。

観
光
商
工
課
長　

統
計
デ
ー
タ

に
は
十
分
と
は
言
え
な
い
推
計

値
も
あ
る
と
考
え
て
る
。

質
問　

デ
ー
タ
の
取
り
方
の
見

直
し
を
す
べ
き
。
農
業
の
統
計

に
つ
い
て
は
セ
ン
サ
ス
を
提
示

さ
れ
る
が
、
り
ん
ご
の
耕
作
面

積
が
空
欄
で
あ
っ
た
り
、
項
目

も
資
料
と
し
て
不
十
分
で
あ
る
。

農
林
課
長　

農
地
台
帳
の
整
備

を
進
め
正
確
な
数
値
に
努
め
た

い
。

園児は明るく元気

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

※
１

※
２
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管内視察

　
志
賀
高
原
保
育
園

　
本
年
度
工
事
を
予
定
し
て
い

る
屋
根
の
老
朽
化
、
雨
漏
り
の

状
況
を
確
認
し
ま
し
た
。
カ
バ

ー
工
法
と
い
う
工
法
を
取
り
、

既
存
の
屋
根
の
上
か
ら
、
さ
ら

に
も
う
一
つ
屋
根
を
か
け
る
形

で
、
施
工
さ
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
保
育
園
に
つ
な
が
る

ト
ン
ネ
ル
通
路
に
お
い
て
、
大

雪
で
骨
組
み
が
曲
が
っ
て
し
ま

い
ま
し
た
。
６
月
議
会
で
補
正

予
算
と
し
て
、
あ
が
っ
て
い
た

こ
の
修
繕
は
早
急
に
対
処
す
べ

き
も
の
で
あ
り
ま
し
た
。

　
ほ
な
み
保
育
園

　
大
規
模
改
修
後
と
い
う
こ
と

で
、
建
物
は
し
っ
か
り
し
て
い

ま
し
た
が
、
屋
根
な
ど
に
改
善

箇
所
が
見
つ
か
り
ま
し
た
。
ま

た
月
に
1
回
の
運
動
指
導
事
業

と
し
て
、
近
年
運
動
が
苦
手
な

子
ど
も
が
増
え
て
い
る
と
言
わ

れ
る
中
、
運
動
習
慣
を
幼
少
期

か
ら
身
に
つ
け
る
こ
と
を
目
的

と
し
た
「
運
動
遊
び
」
を
見
る

こ
と
が
で
き
、
元
気
な
園
児
の

姿
を
見
て
、
今
後
の
成
果
が
期

待
で
き
ま
し
た
。

　
か
え
で
保
育
園

　
セ
カ
ン
ド
ス
テ
ッ
プ
事
業
と

い
う
対
人
関
係
や
問
題
を
解
決

す
る
能
力
と
怒
り
や
衝
動
を
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
る
よ
う
に
す

る
レ
ッ
ス
ン
を
見
て
き
ま
し
た
。

「
キ
レ
な
い
子
ど
も
を
育
て
よ

う
」
を
合
言
葉
に
、
幼
児
期
か

ら
社
会
的
ス
キ
ル
を
身
に
つ
け

る
こ
と
を
目
的
と
し
た
事
業
で

す
。
こ
の
日
は
志
賀
高
原
保
育

園
か
ら
も
園
児
が
来
て
一
緒
に

授
業
を
受
け
て
お
り
、
園
児
の

交
流
も
進
ん
で
い
ま
し
た
。

　
す
が
か
わ
保
育
園
・
よ
ま

　
せ
保
育
園

　
す
が
か
わ
保
育
園
で
は
、
職

員
の
駐
車
場
が
未
舗
装
の
た
め
、

除
雪
が
し
に
く
か
っ
た
り
、
よ

ま
せ
保
育
園
で
は
、
駐
車
場
が

狭
く
、
路
上
駐
車
を
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
な
ど
、
い
く
つ
か

の
今
後
の
課
題
を
見
つ
け
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

　
職
員
11
人
で
運
営
。
給
食
は

児
童
生
徒
７
７
３
人
分
、
職
員

１
０
５
人
分
、
計
８
７
８
人
分

を
提
供
し
て
い
る
施
設
で
す
。

27
年
度
に
ボ
イ
ラ
入
替
え
、
ト

イ
レ
改
修
（
調
理
従
事
者
専
用

化
）、
ド
ラ
イ
対
応
の
器
具
導

入
な
ど
で
９
４
１
９
万
円
を
か

け
、
28
年
度
は
床
の
ド
ラ
イ
化
、

作
業
区
分
の
明
確
化
な
ど
で
５

０
７
６
万
円
を
か
け
ま
し
た
。

29
年
度
の
計
画
で
は
、
洗
浄
室
、

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
改
修
な
ど

で
７
４
４
１
万
円
を
予
定
し
て

い
て
、
こ
れ
で
関
連
の
大
型
支

出
は
終
わ
り
ま
す
。
そ
の
現
状

を
含
め
、
所
長
か
ら
お
話
を
お

聞
き
し
ま
し
た
。

　
就
労
継
続
支
援
事
業
所

　
も
も
の
木

　　
障
が
い
者
の
就
労
継
続
支
援

の
中
で
雇
用
契
約
を
結
ば
な
い

Ｂ
型
作
業
所
と
し
て
運
営
さ
れ

て
い
ま
す
。
湯
河
原
に
移
転
し

た
ば
か
り
な
の
で
、
そ
の
現
状

を
見
て
き
ま
し
た
。
段
ボ
ー
ル

の
ご
み
箱
が
町
指
定
の
ご
み
袋

の
サ
イ
ズ
に
合
う
よ
う
に
作
ら

れ
て
、
販
売
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
そ
の
他
視
察
箇
所

〇
東
山
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

○
里
山
よ
う
ち
え
ん　
お
や
ま

　
の
お
う
ち

〇
旧
北
小
学
校

　6月19日（月）に管内の視察研修を行いました。
今回は、町内のすべての保育園を含め、10か所で
した。

社会文教常任委員会

管内視察報告
志
賀
高
原
保
育
園

ほ
な
み
保
育
園

か
え
で
保
育
園

そ
の
他
視
察
箇
所

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

す
が
か
わ
保
育
園

・
よ
ま
せ
保
育
園

雪の重みで曲がったトンネル通路

幼児期から運動に慣れる運動指導

改修により衛生管理基準を98％達成できる見込み

就
労
継
続
支
援

事
業
所
も
も
の
木

も
も
の
木
で
作
ら
れ
て
い
る

段
ボ
ー
ル
ゴ
ミ
箱
（
３
０
０
円
）

キレない子どもを育てるセカンドステップ

どこを伸ばしどこを改善すべきか
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管内視察

総務産業常任委員会
　６月20日（火）に管内７か所の視察を行い、
その後、各所管課の課長・係長と懇談会を開催
しました。

 

公
式
観
光
ア
プ
リ

　
「
や
ま
の
う
ち
Ｎ
ａ
ｖ
ｉ
」

　
29
年
３
月
か
ら
運
用
が
始
ま

っ
た「
や
ま
の
う
ち
Ｎ
ａ
ｖ
ｉ
」

の
説
明
を
う
け
、
実
際
に
使
用

し
て
み
ま
し
た
。
誘
客
や
訪
町

さ
れ
る
旅
行
者
の
利
便
性
向
上

が
期
待
さ
れ
ま
す
。

 

や
ま
び
こ
広
場
遊
具
設
置

　
28
年
７
月
に
ク
リ
フ
ク
ラ
イ

マ
ー
と
ジ
ャ
ン
グ
ル
ジ
ム
キ
ュ

ー
ブ
の
遊
具
２
基
が
設
置
さ
れ

ま
し
た
。
今
後
ト
イ
レ
の
改
修
、

人
工
芝
の
張
り
替
え
、
ス
テ
ー

ジ
の
屋
根
改
修
な
ど
も
予
定
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
設

　
「
沓
野
の
農
地
は
沓
野
の
人

で
守
る
」
を
理
念
に
、
集
落
営

農
を
基
本
と
し
た
水
稲
育
苗
事

業
・
水
田
作
業
受
託
事
業
、
ブ

ラ
ン
ド
米
と
し
て
有
利
販
売
を

目
指
し
、
地
域
農
業
の
持
続
的

な
体
制
確
立
の
取
り
組
み
を
し

て
い
ま
す
。

 

南
部
浄
水
場
更
新
工
事

　
南
部
浄
水
場
工
事
の
進
捗
状

況
を
確
認
し
ま
し
た
。
６
月
電

気
工
事
完
了
、
７
月
試
運
転
・

水
質
検
査
を
し
、
配
管
工
事
終

了
後
送
水
、
８
月
９
日
に
通
水

式
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
当
初

12
月
竣
工
予
定
で
し
た
が
、
だ

い
ぶ
完
成
も
早
ま
り
そ
う
で
す
。

 

岳
南
消
防
本
部　
中
野
市

　
本
部
制
御
室
、
化
学
車
を
視

察
し
ま
し
た
。
機
材
や
シ
ス
テ

ム
、
火
災
時
や
救
急
搬
送
の
業

務
の
流
れ
を
、
実
演
を
ま
じ
え

説
明
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
、
出
動
件
数
な
ど
の
デ
ー

タ
紹
介
や
、
現
在
か
か
え
て
い

る
課
題
な
ど
も
う
か
が
い
ま
し

た
。

  

ス
ノ
ー
パ
ル(

雪
室)

　
収
納
と
活
用
状
況
を
視
察
し

ま
し
た
。
雪
国
で
あ
る
特
性
を

活
か
し
、
雪
を
使
っ
た
天
然
の

冷
蔵
庫
と
し
て
利
用
し
て
い
ま

す
。
８
月
17
日
（
木
）
か
ら
23

日
（
水
）
に
か
け
て
雪
室
利
活

用
協
議
会
主
催
に
よ
る
「
雪
室

コ
ン
ビ
ニ
・
ス
ノ
ー
パ
ル
」
が

オ
ー
プ
ン
し
、
20
日
（
日
）
に

は
イ
ベ
ン
ト
も
予
定
さ
れ
て
い

ま
す
。

  

暮
ら
し
体
験
ハ
ウ
ス

　

旧
北
小
学
校
校
長
住
宅
を
、

移
住
・
定
住
を
促
進
す
る
た
め

に
、
中
長
期
の
滞
在
が
可
能
な

宿
泊
施
設
「
暮
ら
し
体
験
ハ
ウ

ス
」
に
約
90
万
円
を
か
け
、
改

修
し
ま
す
。

　
工
事
は
10
月
31
日
ま
で
に
完

了
し
、
現
在
利
用
方
法
が
検
討

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
視
察
終
了
後
、
役
場
庁
舎
で

各
所
管
課
の
課
長
・
係
長
と
委

員
に
よ
る
懇
談
会
を
開
催
し
ま

し
た
。
視
察
箇
所
の
質
問
を
中

心
に
意
見
交
換
を
し
ま
し
た
。

や
ま
び
こ
広
場

公
式
観
光
ア
プ
リ

「
や
ま
の
う
ち
Ｎａｖ
ｉ
」

エ
コ
パ
ー
ク
く
つ
の
育
苗
施
設

南
部
浄
水
場

岳
南
消
防
本
部 

中
野
市

ス
ノ
ー
パ
ル
（
雪
室
）

暮
ら
し
体
験
ハ
ウ
ス

懇
談
会
を
開
催

「やまのうちNavi」を体験やまびこ広場に設置されている「クリフクライマー」

エコファームくつの育苗施設

完成間近の南部浄水場内部岳南消防本部制御室

スノーパルの収納・活用状況

移住定住の起爆剤になるか視察終了後に開催された懇談会

どこを伸ばしどこを改善すべきか
常任委員会
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請願･陳情みなさんからの
受理番号 件　　　名 陳　情　者 採決結果

陳情第 4 号 免税軽油制度の継続を求める
陳情書

北志賀藤田観光株式会社
代表取締役　藤田健太郎　他 4 名

採択
( 意見書送付 )

請願・陳情、議会全員協議会、議運（活性化）議長諮問

　「陳情第4号」免税軽油制度の継続を求める陳情書の要旨
　道路を走らない機械に使う軽油の軽油取引税（32円10銭/リッタ－）を免税する制度である免税軽
油制度が平成30年3月末で廃止される状況である。その継続を求める意見書を政府関係機関に提出し
ていただきたい。

　6月26日に西議長から小林克彦議会運営委員長に諮問がありました。議会が住民の皆さまにとってよ
り効果的に機能するように早急に検討に入ります。

議会全員協議会
第８回（平成29年３月30日)
⑴執行機関からの提出案件
　①国際友好交流都市
　②固定資産に係る評価の見直し
　③固定資産評価審査委員会委
　　員の選任
⑵議会からの提出案件
　①第10回議会報告会結果報告
　②議長諮問に対する答申
第９回（平成29年４月26日)
⑴議会からの提出案件
　①予算決算審査委員会の常設化
　②年間計画
　③議会住民アンケ－トの結果
第10回（平成29年５月17日）
⑴議会からの提出案件
　①正副議長選挙への立候補

　②その他
　　・滞納整理機構議会議員立
　　　候補
　　・花と緑の風景づくり事業
　　　にともなう作業等　
　　・全国町村議会議員団体補
　　　償制度（ケガの保険）
第11回（平成29年５月24日）
⑴議会からの提出案件
　①第17代後期議会構成
　　・農業委員継続依頼
　　・申し合わせ任期満了など
　　　にともなう委員などの選
　　　任
第12回（平成29年６月１日）
⑴議会からの提出案件
　①「第3回町村議会改革シン

　　ポジウムin長野」への参加
第13回（平成29年６月12日）
⑴執行機関からの提出案件
　①山ノ内町地域福祉計画
　②子育てワンストツプサ－ビ
　　ス
　③地域防災情報システム（同
　　報系）整備工事
　④ABMORI2017
第14回（平成29年６月26日）
⑴執行機関からの提出案件
　①アメリカ・コロラド州（ベ
　　イル町）訪問
⑵議会からの提出案件
　①中学生が夢みる町づくり討
　　論会への参加
　②議長諮問

１　諮問事項	
（１）審議会等への選出廃止について
（２）通年議会の開催について
（３）議会モニター制度の導入について
（４）議会の議決すべき案件の追加検討について
（５）議会報告会のあり方について 
（６）申し送り事項の継続審議について
（７）その他議会活性化策について

２　答申期限　平成30年３月末までに

議会活性化を諮問 ―通年議会・議会モニタ－制度など



みんなのひろば

編
集
後
記

　
今
年
の
町
民
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
に
よ
れ
ば
、「
議
会
だ

よ
り
」
を
読
ん
で
い
る
人
が

65
・
5
％
で
本
誌
が
議
会
と

町
民
の
パ
イ
プ
役
を
果
た
し

て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し

た
。

　
本
号
よ
り
、
後
期
の
委
員

会
構
成
に
な
り
ま
し
た
が
、

「
正
確
・
公
正
、
分
か
り
や

す
い
」
の
編
集
方
針
は
不
変

で
す
。
こ
れ
か
ら
も
町
民
の

皆
さ
ま
の
声
を
聴
き
な
が
ら

時
代
に
合
わ
せ
、
よ
り
読
み

や
す
い「
議
会
だ
よ
り
」に
し

て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
望
月
貞
明　
記
）

音
楽
祭
の
歴
史
は
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7
月
9
日
（
日
）
志
賀
高
原
総
合
会
館
98
ホ
ー
ル
で
、「
第
14
回

志
賀
高
原
音
楽
祭
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
音
楽
祭
は
山
ノ
内
町
の

各
音
楽
団
体
は
も
と
よ
り
、
中
野
市
よ
り
の
3
団
体
に
加
え
て
友
好

交
流
都
市
の
群
馬
県
玉
村
町
か
ら
な
ど
も
参
加
を
い
た
だ
き
、
13
団

体
３
０
５
人
に
上
る
出
演
者
と
ス
タ
ッ
フ
で
盛
大
に
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
音
楽
祭
主
催
の
実
行
委
員
長
の
渡
辺
輝
子
さ
ん
と
共
催
の
コ

ー
ロ
レ
ガ
ー
ロ
会
長
山
本
真
美
（
ま
さ
み
）
さ
ん
に
お
話
を
伺
い
ま

し
た
。

　
第
1
回
は
平
成
15
年
に
町
文

化
セ
ン
タ
ー
で
「
志
賀
高
原
合

唱
祭
」（
1
回
～
3
回
ま
で
）

開
催
、
第
3
回
は
会
場
が
手
狭

に
な
っ
た
関
係
で
山
中
体
育
館

に
て
開
催
、
第
4
回
か
ら
「
志

賀
高
原
音
楽
祭
」
に
改
名
し
ま

し
た
。
第
5
回
か
ら
カ
レ
ッ
ジ

コ
ン
サ
ー
ト
枠
の
認
定
を
受
け

98
ホ
ー
ル
の
使
用
が
可
能
と
な

り
ま
し
た
。
こ
の
頃
か
ら
参
加

団
体
も
10
を
超
え
、
参
加
者
も

５
０
０
人
を
超
え
る
夏
の
ビ
ッ

グ
イ
ベ
ン
ト
に
成
長
し
ま
し
た
。

　
平
成
25
年
は
10
周
年
記
念
と

し
て
、
長
野
市
交
響
楽
団
な
ど

を
お
招
き
し
、
1
年
間
を
か
け

５
０
０
人
を
超
え
る
ビ
ッ
グ
イ
ベ
ン
ト
に

今年のポスターを背に渡辺さん（左）と山本さん

平
成
27
年
12
回
音
楽

祭
の
1
か
月
後
、
当

時
実
行
委
員
長
の
児

玉
好
子
先
生
が
急
逝

　
一
時
は
開
催
も
危
ぶ
ま
れ
ま

し
た
が
、
児
玉
先
生
の
遺
志
を

受
け
継
い
で
み
ん
な
で
力
を
合

わ
せ
て
、
頑
張
っ
て
い
こ
う
と

い
う
思
い
が
強
く
な
り
ま
し
た
。

　
何
度
も
や
め
よ
う
か
と
思
い

ま
し
た
が
、
他
の
参
加
者
か
ら

「
ま
た
来
年
も
や
る
で
し
ょ
！

や
ろ
う
よ
ね
！
」
と
励
ま
さ
れ

て
や
っ
て
き
ま
し
た
。

　
昨
年
ま
で
は
、
企
業
や
個
人
か

ら
の
協
賛
金
と
町
か
ら
の
補
助
金

で
開
催
し
て
い
ま
し
た
が
、
今
年

か
ら
「
自
分
た
ち
の
力
で
な
ん
と

か
し
よ
う
」
の
気
持
ち
か
ら
、
参

加
者
の
会
費
と
町
か
ら
の
補
助

金
で
ま
か
な
う
こ
と
に
し
た
の
で
、

金
銭
的
に
は
苦
労
し
ま
す
。

　
新
た
な
出
発
を
し
た
、
今
年

実
行
委
員
長
と
し
て

の
ご
苦
労
は

悲
し
み
を
の
り
越
え
て

の
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
「
絆
を
胸
に

共
に
歩
こ
う　

共
に
奏
で
よ

う
」
で
し
た
。

　
観
客
２
３
３
人
を
お
迎
え
し

て
の
音
楽
祭
は
成
功
裏
に
終
わ

り
嬉
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。

全
体
合
唱
を
昨
年
ま
で
の
「
ハ

レ
ル
ヤ
」か
ら「
大
地
讃
頌（
さ

ん
し
ょ
う
）」
と
い
う
、
身
近

な
日
本
語
の
歌
に
変
更
し
ま
し

た
。
小
中
学
生
も
一
緒
に
歌
っ

て
く
れ
、
と
て
も
感
動
し
ま
し

た
。

団
員
募
集
中
!!

　
現
在
の
会
員
数
が
10
人
な
の

で
、
も
う
少
し
ほ
し
い
で
す
ね
。

そ
し
て
今
後
と
も
大
勢
の
仲
間

と
一
緒
に
活
動
を
続
け
て
行
き

た
い
で
す
。

　
も
ち
ろ
ん
音
楽
祭
も
継
続
し

て
い
き
た
い
で
す
ね
。

今
年
の
音
楽
祭
を

開
催
し
て
の
感
想
は

今
後
は

第
14
回
志
賀
高
原
音
楽
祭

　
お
忙
し
い
中
取
材
に
ご
協
力
い
た

だ
き
ま
し
て
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
レ
ガ
ー
ロ
の
意
味
は
、「
贈

り
物
」
だ
そ
う
で
す
。
多
く
に
皆
さ

ん
に
歌
の
贈
り
物
を
続
け
て
下
さ
い
。

コ
ー
ロ
レ
ガ
ー
ロ
の
今
後
の
ご
活
躍

を
お
祈
り
し
ま
す
。

今年の全体合唱は「大地賛頌」

て
準
備
を
し
、
苦
労
を
し
な
が

ら
の
事
業
と
い
う
こ
と
で
、
記

憶
に
残
る
音
楽
祭
で
し
た
。

普
段
の
活
動
は

　
毎
週
木
曜
日
午
後
8
時
か
ら

9
時
半
ま
で
、
町
文
化
セ
ン
タ

ー
で
行
っ
て
い
ま
す
。

　
講
師
は
東
小
学
校
音
楽
担
当

の
田
中
裕
美
（
ゆ
う
み
）
先
生

で
、
厳
し
い
中
に
も
優
し
さ
あ

ふ
れ
る
指
導
を
さ
れ
ま
す
。

今後、このメンバーが担当します。よろしくお願いします。


